
『第46回黒山鎌北湖駅伝大会』

を繋
つな

ぎ毛呂山から越生へ

第26回『ゆず祭り』

りの贈り物を求めて

　12月８日、９日に毛呂山特産の里レインボーパー
クで、毎年恒例の『ゆず祭り』が開催され、朝から
ゆずを買い求める大勢のお客さんがつめかけました。
訪れた人は、よく品定めをし、化粧箱入りのゆずを
贈答用に、袋入りを自宅用にと買い求めていました。
また会場には、ゆずのほか、地元特産の野菜や手作
りこんにゃくなどの販売もあり、おみやげを求めて
立ち寄るハイカーの姿も大勢見受けられました。

　12月２日、『第46回黒山鎌北湖駅伝大会』が開催
されました。この駅伝は、毛呂山総合公園をスター
トして、鎌北湖、越生町の黒山を経由し、越生町中
央公民館までの24.3キロメートルを６人の襷で繋ぎ、
ゴールします。当日は、職場や学校、サークルなど
でチームを組んだ、全60チームが参加をしました。
走破した仲間同士、深まる絆

きずな

と新たな思い出ができ
た日となりました。

『租税教室』

の大切さを伝えます

特
wadai-no tokusen CAMERA　REPORT

『ふれあい東公民館』
の遊び盛りだくさん！

　12月８日、東公民館で「昔の遊びをやってみよう」
と題し、ベーゴマ、メンコ、竹馬、紙飛行機、お手
玉、おはじき、ビーズなど、たくさんの昔の遊びが
体験できる『ふれあい東公民館』が開催されました。
子どもたちは、ボランティアの皆さんに、遊び方を
教えてもらい、それぞれ興味のある遊びに夢中になっ
ている様子でした。

　12月７日、光山小学校の６年生を対象に、『租税教
室』が開催されました。講師は役場税務課職員が行い、

「なぜ税金が必要なのか」を子どもたちと一緒に考え
ました。教室では、税金のない世界を仮想体験するア
ニメＤＶＤの視聴をし、税金の種類や公共施設などに
ついて学びました。子どもたちにとって税金の意義と
役割について考える、よい機会となったようです。
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